
 

地域が連携・主導する地域再生計画の策定と推進に向けて 

「山古志 復興新ビジョン研究会」（案） 
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１．計画の考え方―背景と目的 
 

地域主導による「自立と再生」の地域づくり計画が 
山古志周辺地域にとって最大の支援となる 

 
 

震災前に「戻す」ので 
はなく、震災を 
「超える」ために 

壊滅的な被害を受けた山古志周辺地域は、地域崩壊の危機

に直面している。この危機を乗り越え、地域と暮らしを再

生していくためには、住民が将来への希望を持てる新たな

地域づくりのビジョンや計画が不可欠となる。 

 
  

地域を再生するには、 
垣根を超えた 
多彩な知恵が不可欠 

地域再生はハード整備だけでなく、地域産業・経済の再生、

そして生活・コミュニティの再生等を視野に入れる必要が

ある。柔軟かつ専門的な視野と情報を持つ民間の力を活用

して、総合的な地域再生計画を検討・策定していくことが

重要となる。 
 
  

地域主導で豪雪地帯 
ならではの独自の 
再生計画を策定 

山古志周辺地域は日本有数の豪雪地帯に位置し、独自の資

源と文化を有している。再生計画には、地域特性を踏まえ

活用する、地域に即したオーダーメイドの再生計画が求め

られる。それを検討・策定できるのは、「雪を知り、新潟を

知っている」人と組織に他ならない。 
 
  

再生の地域づくりを 
推進するのは 
地域社会と住民 

再生計画は策定されて終わるものではない。その計画に基

づく新たな地域づくりを始めることで、山古志周辺地域は

再生の途につくが、真の再生のためには、継続的な地域づ

くりに取り組んでいく必要がある。そうした継続的な活動

を担保していくためにも、新潟地域に広範囲なネットワー

クを形成していく必要がある。 
  

山古志周辺地域の再生と自立に向けた地域づくりを計画・推進する 

「山古志 復興新ビジョン研究会」の発足と活動 
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２．「復興新ビジョン研究会」の活動内容 
 
地域の大学や研究機関を中心としたコンソーシアム（協議会）として、山古志周辺地域の再生

計画を策定することを目的として発足。住民と地域が求める様々な分野での復興プランを計画・

提言し、地域と日本を動かしつつ、さらに実際の再生活動を支援していく。 

  ＜山古志 復興新ビジョン研究会＞   
＜組織体制＞ 

総合アドバイザー（地域外の有識者） 

 

 

 

 
 

 

 
 

制度やシステムに

関する 

情報提供 

・ 

実現性の検証 

 
＜活動内容＞ 

①全体会議（コアメンバーによる討議と調整） 
・地域再生計画のコンセプト（ビジョン）、方向性、 

フレームの検討と基本合意、全体調査 

②テーマ別分科会（小委員会方式） 
テーマ別の分科会方式で個別の再生計画を 

検討・策定 

１)地域基盤再生 

社会資本、交通体系、地域・都市計画 等 

２)生活再生 
住宅、就労、メンタルケア、コミュニティ再生 等 

３)産業・経済再生 

地域産業の再生と革新、新規創出 等 

 

 

地域との対話 
→ヒヤリング調査、

アンケート調査 等 

・ 

情報受発信 
→ＨＰ、フォーラム等

  

 
  

「山古志 復興新ビジョン」の策定と公表 

①地域住民が共有できる地域の将来像、目標（ビジョン）を計画・提示 
②復興ビジョンを実現・推進する地域づくり体制及びネットワークの形成 
③地域主導の再生活動のモデル、フロンティアとして情報発信 

 

地域再生や復興に 
関わる制度等を変革

する力のある提言 

 

（事務局） 

北陸建設弘済会

新潟経済同友会 

新潟地域の 

大学・研究機関等

経済･産業団体 

企業、マスコミ等 

NPO の代表 

地域ｵﾋﾟﾆｵﾝﾘｰﾀﾞｰ、

住民代表 等 
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３．「山古志 復興新ビジョン研究会」の組織体制 
 
 
 復興ビジョン円卓会議 

総合アドバイザー 伊藤 和明  （NPO法人 防災情報機構 会長） 

委員長 江村 隆三  （新潟経済同友会 筆頭代表幹事） 

 
３分科会座長 

 
 

地域基盤再生分科会  生活再生分科会 産業・経済再生分科会 

◎和田 惇 （社）北陸建設弘済

会 理事長 

 ◎平井 邦彦 長岡造形大学  

教授 

◎西澤 輝泰 新潟大学 教授 

松本 昌二 長岡技術科学大学  

教授 

 伊藤 忠雄 新潟大学 農学部

教授 

原 敏明 新潟医療福祉大

学 教授 

丸山 暉彦 長岡技術科学大学 

教授 

 深澤 大輔 新潟工科大学 

教授 

金子 武夫 （財）にいがた産

業創造機構常務

理事 

丸井 英明 新潟大学 教授  丸山 結香 （ 有 ） MAX ・ ZEN 

performance 

consultants 

代表取締役 

熊谷 建一 

 

日本政策投資銀

行 新潟支店長 

大川 秀雄 新潟大学 教授  上村 靖司 長岡技術科学大
学 講師 

樋口 栄治 長岡商工会議所 

専務理事 

   澤田 雅浩 長岡造形大学 
講師 

高野 裕 

 

（株）ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄ代表取締役

 

 
事 務 局 

(社)北陸建設弘済会（北陸地域づくり研究所） 柳沢今朝次郎、山口壽道、滝下早織、
山田高史 

新潟経済同友会 水間秀一 

長岡造形大学 澤田雅浩 

(株)NHKプロモーション 仁木康之、西沢和芳 

(株)コミュニケーション科学研究所 富田一也、藤井裕之 

(株)建設技術研究所 山根正博、長南政宏、金子学、 
磯村辰彦 

(株)新潟博報堂 岩城由香 
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４．研究会の進め方と想定スケジュール（案） 
  ①第１回研究会で大きな方針・方向性を議論・設定し、その合意に基づいて、各分科会で個別テ

ーマを議論する「バックスキャン方式」で進める。 

  ②全体会議では、委員長と３分科会座長を中心に、研究会の方針や大きな枠組みを調整・決定

し、それに基づいて各分科会で具体的なメニューやプログラム（提言）を検討する。各分科会

の成果を全体会議で調整することで、研究会としての提言として集約する。 

  ③基本的には各委員と事務局が協議して、検討資料を準備し、それを基に議論し集約するとい

う会議運営とする。分科会では委員からの資料や情報提供、報告なども随時行う。 

平成 16 年   
 11 月～12 月上旬  「山古志 復興新ビジョン研究会（仮称）設立準備 
  ・発起人（又は参加コアメンバー）への依頼 

 
   
12 月 18 日（土）  「山古志 復興新ビジョン研究会」発足／集中全体会議 
  ・計画及び活動の枠組みの検討・合意 

・計画の基本方向、コア・コンセプト、検討テーマの検討・合意 
・地域基盤再生、産業・経済再生、生活再生の３分野で、 
分科会方式による進め方についての検討・合意。 
・ＨＰ（ＷＥＢサイト）の立ち上げ準備 
→情報公開、協力者のネットワーク形成 
 

平成 17 年   
 

１～３月 

 分科会方式による個別（テーマ別）再生計画の検討 

  ・月１～２回、各分科会の座長が集まり円卓会議を開催。計画策
定の進捗状況を確認しつつ、全体調整を行う。 
・３分科会は、各分科会の座長により招集・集中討議を行う。 
・地域住民へのアンケート調査等の実施／計画への意見・要望の

収集（調査） 
   
３月上～中旬  

「山古志 復興新ビジョン」（中間報告）の 
取りまとめ 

  
⇒地域住民への公開／計画への意見・要望の収集（調査） 

   
５～６月  

「山古志 復興新ビジョン」の策定・公表 

   
 

  
再生計画の実施・推進へ 

 

Ｈ
Ｐ
で
の
公
表
等
を
随
時
実
施 


